
富士見丘中高（東京都渋谷区）で特別授業を行う長崎大熱帯医学研究所の戸田みつるさん（右）。生徒たちはケニアから一時帰国した研究者を質問攻めにした（2・3面へ）
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そ
の
説
明
の
た
め
戸
田
さ
ん
が
紹
介

し
た
の
は
、
１
０
０
万
人
が
住
む
と

も
言
わ
れ
る
ナ
イ
ロ
ビ
の
ス
ラ
ム
街
、

キ
ベ
ラ
の
写
真
だ
。

　

赤
道
直
下
の
強
い
日
差
し
が
、
ス

ラ
ム
前
の
荒
れ
地
に
散
乱
す
る
ビ
ニ

ー
ル
に
降
り
注
い
で
い
る
。
何
を
写

し
た
の
か
を
戸
田
さ
ん
に
聞
か
れ
て

も
、
正
解
者
は
い
な
い
。

　
「
こ
れ
は
排
せ
つ
物
を
入
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
。
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
家

の
外
に
投
げ
捨
て
る
の
で
す
。
ス
ラ

ム
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
」。

衝
撃
的
な
種
明
か
し
に
「
え
え
～
っ
、

信
じ
ら
れ
な
い
」
と
体
育
館
が
ざ
わ

つ
い
た
。

　

ば
い
菌
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
が

様
々
な
感
染
症
の
流
行
を
招
く
こ

と
。
ケ
ニ
ア
に
は
流
行
を
把
握
す
る

シ
ス
テ
ム
が
な
く
、
有
効
な
対
策
を

取
れ
な
い
こ
と
。
そ
ん
な
現
実
を
示

し
な
が
ら
、「
公
衆
衛
生
は
、
国
や

社
会
全
体
の
健
康
を
守
る
方
法
を
追

究
す
る
学
問
」「
感
染
症
か
ら
人
々

を
守
る
仕
事
で
す
」
と
説
明
し
た
。

◆ 

感
染
症
発
生
情
報
の 

　 

伝
達
シ
ス
テ
ム
を
開
発

　

で
は
、
感
染
症
発
生
の
情
報
を
速

や
か
に
収
集
・
解
析
す
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

─
。

２
０
１
２
年
、
戸
田
さ
ん
が
目
を
つ

け
た
の
は
ケ
ニ
ア
で
急
速
に
普
及
す

る
携
帯
電
話
だ
っ
た
。

　
「
国
民
の
８
割
以
上
が
持
つ
携
帯

戸田さんプロフィール
2002年、横浜女学院中高（横浜市）から米マンハッタンビル大学に進学、国際関
係学を専攻。04年のケニア短期留学をきっかけに、米ハーバード大で公衆衛生を
学ぶ。10年にケニアで活動を開始。12年から長崎大熱帯医学研究所に所属、Ｊ

ＩＣＡの感染症早期警戒システム開発に携わる。17年7月から米国疾病対策セン
ターに拠点を移し、感染症発生地に駆けつけて調査を行う「病気の探偵」を目指す。

生徒からは戸田さんへの質問が相次いだ

2016年、ケニア・ナイロビで開催された感染症早期警戒システ
ムの研修会。地域の担当者は携帯電話を手に操作を学んだ

（上）2004年12月、ケニア・ナイロビ郊外
で暮らすマサイ族の一家を訪ね、記念撮影に
納まる。前列右端が戸田さん　
（下）2013年に再訪し、成長した子供と対面

感染症から命守りたい
ケニアでの挑戦語る

の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
す
れ
ば
、
診
療
所

か
ら
国
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
と
思

っ
た
」
の
が
開
発
の
き
っ
か
け
。
各

地
の
医
療
従
事
者
が
患
者
の
情
報
を

発
信
す
る
と
、
疫
学
解
析
が
即
時
に

保
健
省
や
自
治
体
に
届
く
シ
ス
テ
ム

を
長
崎
大
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
地
元
の
大

学
生
ら
と
13
年
に
完
成
さ
せ
た
。

　

試
験
運
用
と
普
及
の
た
め
、
冠
水

し
た
平
原
に
難
儀
し
な
が
ら
村
々
を

駆
け
回
り
、
シ
ス
テ
ム
の
改
良
を
重

ね
た
。
そ
の
記
録
を
ス
ラ
イ
ド
で

見
せ
な
が
ら
、「
既
に
１
０
０
０
人

が
シ
ス
テ
ム
運
用
法
を
学
び
、
約

７
５
０
０
の
医
療
施
設
が
活
用
で
き

る
よ
う
研
修
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
」。
戸
田
さ
ん
は
、
ケ
ニ
ア
全
域

に
シ
ス
テ
ム
を
広
め
る
計
画
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
こ
と
を
熱
く
生
徒
た

ち
に
語
っ
た
。

生徒たちの声
戸田さんの話を生徒たちは様々な思いで受け止めた。

水野萌
もえ

子
こ

 さん（17）

　戸田さんはかっこいい女性だった。仕事に誇りを持ち、実践に
裏付けられた言葉には重みがあった。昨年秋に英国の学校から
戻って、進路について悩んでいたので、「目の前のことを徹底的
に追究することが未来につながる」というメッセージに救われた気
がする。得意な英語に磨きをかけ、自分の視野を広げたい。

今枝梨
り

凪
な

 さん（16）

　文化の違いを乗り越え、人 を々病気から守ろうとする戸田さん
の生き方がうらやましく、あこがれた。未来の自分、未来の社会
を支える知恵が一つ一つの授業に隠れていると思えたので、学
校の勉強を大切にしたい。

佐藤水
みず

芳
は

 さん（13）

　過酷な暮らしをしているのに満面の笑みを浮かべられるマサイ
の子たちに興味を持った。その理由を考えたら、「人は生きていら
れるだけで幸せなのではないか」ということに気づいた。今、身近
なところから毎日、幸せを探している。ささやかだけれど、大切なこ
とだと改めて思った。

◆ 

マ
サ
イ
族
の
家
が
原
点

　
「
２
０
０
４
年
、
初
め
て
ケ
ニ
ア

を
訪
れ
た
と
き
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
す
」

　

授
業
の
冒
頭
、
戸
田
さ
ん
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
た
１
枚
の
写
真
に
、

会
場
の
体
育
館
を
埋
め
た
生
徒
た
ち

は
一
瞬
息
を
飲
ん
だ
。
納
屋
か
と
見

ま
が
う
平
屋
の
家
が
赤
土
の
上
に
立

っ
て
い
る
。
壁
を
牛
の
糞
で
固
め
た

ト
タ
ン
屋
根
の
マ
サ
イ
族
の
家
。
戸

田
さ
ん
の
原
点
だ
。

　
「
家
に
は
ト
イ
レ
も
水
道
も
な
い
。

女
の
子
は
３
時
間
か
け
て
水
く
み
、

男
の
子
は
ヤ
ギ
や
牛
の
放
牧
の
仕
事

が
あ
る
。
学
校
に
は
通
え
ま
せ
ん
」。

　

当
時
、
米
国
の
大
学
で
国
際
関
係

Ｑ　
日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と
は
。

Ａ　
停
電
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
り

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
や
風
呂
も
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、「
な
く
て
も
い

い
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

オ
シ
ャ
レ
も
、
お
金
を
使
っ
て
買

い
物
を
し
な
く
て
も
い
い
。
断
水

以
外
困
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

　

最
後
に
戸
田
さ
ん
は
生
徒
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。「
皆

さ
ん
に
は
興
味
あ
る
こ
と
を
と
こ

と
ん
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ

が
、
将
来
的
に
苦
し
ん
で
い
る

人
々
を
助
け
、
世
の
中
を
良
く
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

授
業
の
後
半
は
質
疑
応
答
の
時

間
。
40
分
に
わ
た
り
戸
田
さ
ん
と

生
徒
た
ち
は
話
し
合
っ
た
。

Ｑ　
つ
ら
く
て
、
や
め
た
く
な
っ

た
こ
と
は
。

Ａ　
知
人
が
テ
ロ
の
犠
牲
に
な
っ

た
と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

で
も
、「
自
分
が
選
ん
だ
道
。
最

後
ま
で
頑
張
る
し
か
な
い
」
と
自

ら
を
鼓
舞
し
て
、
こ
こ
ま
で
や
っ

て
き
た
。
ケ
ニ
ア
保
健
省
の
担
当

者
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
の
も
大

変
で
し
た
。
全
員
、
私
よ
り
年
輩

で
男
性
で
し
た
か
ら
。

Republic of
Kenya

Nairobi

学
を
専
攻
し
て
い
た
戸
田
さ
ん
は
、

授
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
と
し

て
ケ
ニ
ア
を
選
択
。
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

か
ら
車
で
３
、４
時
間
か
か
る
集
落

で
過
ご
し
た
日
々
を
語
り
始
め
た
。

　

出
産
に
立
ち
会
っ
た
体
験
に
も
触

れ
、「
胎
盤
が
出
て
こ
な
い
危
険
な

状
況
な
の
に
医
者
も
助
産
師
も
い
な

い
」。
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
泣
か

な
い
し
、
助
け
を
求
め
た
く
て
も
誰

も
い
な
い
。
人
々
の
健
康
を
守
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
に
か
ら

れ
、「
こ
の
と
き
、
公
衆
衛
生
を
学

ぼ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

◆ 

公
衆
衛
生
を
学
ぼ
う
と
決
意

　
「
公
衆
衛
生
？
」。
聞
き
な
れ
な
い

言
葉
に
首
を
か
し
げ
る
生
徒
た
ち
。

質
疑
応
答

コレラや黄熱病で多くの人が苦しんでいるア
フリカのケニアで、携帯電話のショートメッセ
ージサービス（ＳＭＳ）を利用した感染症早期
警戒システムを開発、その普及に奔走してい
る日本人女性がいる。長崎大学熱帯医学研
究所の研究員で国際協力機構（ＪＩＣＡ）専門
家の戸田みつるさん（33）だ。一時帰国中の
1月23日、富士見丘中学高校（東京都渋谷
区）で生徒320人を前に特別授業を行った。

戸田みつるさん 富士見丘中高で特別授業長崎大熱帯医学研究所

トイレのないスラム
街の写真を説明する戸
田さん。貧困と劣悪な
衛生環境に目を向け
るきっかけとなった。

各地の医療従事者がＳＭＳで発
信する「疑われる病名」「患者年齢」
「性別」「生死」などの情報がサーバ
ーに収集され、その発生地域や分析
結果などが即時に保健省や自治体
担当者に届くシステム。感染症
や災害など40種類の危

機に対応する。

感染症
早期警戒システム

写真は3枚とも戸田さん提供
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■出場者（39人）と紹介本　敬称略 ※はブロック大会

※ 北海道 目谷晴斗
道函館西

三日間の幸福
三秋縋／メディアワークス文庫

※ 東　北 飯沼響一
山形県立米沢興譲館

帰ってきたヒトラー（上・下）
ティムール・ヴェルメシュ／河出書房新社

秋　田 能美寧々
県立秋田南

少年少女古典文学館 竹取物語 伊勢物語
北杜夫・俵万智／講談社

福　島 菅野望
県立安達東

怪物はささやく
パトリック・ネス／あすなろ書房

茨　城 繁森有紗
茗渓学園

きのこの呼び名事典
大作晃一／世界文化社

群　馬 渕本麻菜美
県立伊勢崎商業

世界を知るために旅に出たら日本を知る旅だった
桑原淳／宝島社

栃　木 鈴木卓真
矢板中央

向日葵のかっちゃん
西川司／講談社文庫

埼　玉 染谷早紀
県立浦和第一女子

でーれーガールズ
原田マハ／祥伝社

東　京 熊倉由貴
渋谷教育学園渋谷

ヘンな論文
サンキュータツオ／角川学芸出版

東　京 水澤和葉
都立三鷹中等教育

世界から猫が消えたなら
川村元気／小学館文庫

東　京 諏佐僚一
東京都立板橋

新幹線大爆破
ジョセフ・ランス、加藤阿礼／論創社

神奈川 前島千手
神奈川県立平塚中等教育

うそつき、うそつき
清水杜氏彦／早川書房

※ 関　東
甲信越

吉水優里子
神奈川・鎌倉女学院

マーチ博士の四人の息子�
ブリジット・オベール／早川書房

※ 関　東
甲信越

小笠原汐織
神奈川・聖和学院

文体の科学
山本貴光著、新潮社

山　梨 北原仁
県立北杜

ハリネズミの願い
トーン・テレヘン／新潮社

静　岡 山内創太
浜松市立

苦難の乗り越え方
江原啓之／ PARCO出版

東　海 舟橋令偉
三重・青山

世界を信じるためのメソッド ―ぼくらの時代の
メディア・リテラシー　森達也／理論社

岐　阜 廣瀬郁実
県立岐阜

百年法
山田宗樹／ KADOKAWA

三　重 青戸有羽
県立四日市四郷

たったひとつの、ねがい。
入間人間／メディアワークス文庫

※ 北　陸 小林美友
石川県立金沢錦丘

日本語は天才である
柳瀬尚紀／新潮文庫

福　井 宮川悠之介
県立武生東

「手紙屋」僕の就職活動を変えた十通の手紙
喜多川泰著／ディスカヴァー・トゥエンティワン

※ 関　西 関友介
滋賀県立水口

フライト・ゲーム
松葉健司／ライティング

※ 関　西 神野キョーコ
神戸学院大学附属

映画篇
金城一紀著／新潮文庫

※ 関　西 福田沙織デリシア
奈良市立一条

錬金術師ニコラ・フラメル
マイケル・スコット／理論社

奈　良 森健人
東大寺学園

ランゴリアーズ
スティーブン・キング／文春文庫

大　阪 谷澤花梨
府立日根野

ニーチェが京都にやってきて 17 歳の私に哲学のこと
教えてくれた。　原田まりる／ダイヤモンド社

和歌山 中村輝保
近大附属新宮

コーヒーが冷めないうちに
川口俊和／サンマーク出版

岡　山 渡邉万由
県立岡山城東

本にだって雄と雌があります
小田雅久仁／新潮社

※ 中　国 野村由稀乃
岡山県立倉敷商業

ワンダー�
R・J・パラシオ／ほるぷ出版

香　川 金川珠希
県立高松桜井

絶望名人カフカの人生論
フランツ・カフカ／飛鳥新社

※ 四　国 関口俊介
徳島県立池田

図書館の魔女
高田大介、講談社

徳　島 藤原朋夏
県立脇町

スキップ
北村薫／新潮社

※ 九　州
山　口

竹添そら
福岡大附属大濠

ママがちいさかったころはね…
ヴァレリー・ラロンド／フレーベル館

大　分 安部健太
県立別府翔青

図解地政学入門
高橋洋一／あさ出版

長　崎 山田哲平
長崎南山

クドリャフカの順番
米澤穂信／角川文庫

熊　本 中山遙菜
県立宇土

現実宿り
坂口恭平／河出書房新社

宮　崎 狩峰隆希
県立宮崎商業

うたうとは小さないのちひろいあげ
村上しいこ／講談社

鹿児島 斉藤恵里
県立鹿屋

竜の柩
高橋克彦／講談社

沖　縄 大城海輝
県立那覇西

パズル
山田悠介／角川文庫

胸
苦
し
い
ほ
ど
の
緊
張
感

吉
水
優
里
子
さ
ん（
鎌
倉
女
学
院
高
校
２
年
）

　

舞
台
は
ア
メ
リ
カ
の
田
舎
町
。

お
金
持
ち
の
医
者
、
マ
ー
チ
博
士

夫
婦
と
４
人
の
息
子
、
メ
イ
ド
の

ジ
ニ
ー
が
登
場
人
物
で
す
。

　

あ
る
日
、
ジ
ニ
ー
は
息
子
の
誰

か
が
快
楽
殺
人
者
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
、
探
偵
気
分
で
日
記
を
つ

け
始
め
ま
す
。
で
も
、
殺
人
者
に

気
づ
か
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
日

記
の
内
容
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま

す
。
今
日
も
生
き
て
い
た
と
い
う

安
堵
、
誰
か
に
見
ら
れ
て
い
る
と

い
う
緊
張
感
。
読
ん
で
い
て
胸
が

苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
自
身
も
実
は
“
ジ
ニ
ー
”

な
の
で
す
。
現
在
、
ス
ト
ー
カ
ー

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
で
、
他
人
の
目

を
恐
怖
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た

恐
怖
が
文
章
に
な
っ
て
表
れ
、
対

峙
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
読

み
手
に
恐
怖
を
与
え
る
理
由
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
中
学
選
抜
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
東

京
大
会
は
３
月
29
日
、
青
山
学
院

大
学
（
渋
谷
区
）
で
開
か
れ
る
。

高
校
生
た
ち
が
お
薦
め
本
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、と
っ
て
お
き
の一冊
を

紹
介
し
あ
う
「
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
２
０
１
６
決
勝
大
会
」
が
１
月
８
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
聴
衆
の
投
票
で
、

山
梨
県
立
北
杜
高
校
３
年
、北
原
仁
さ
ん
が
紹
介
し
た
「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
願
い
」

（
ト
ー
ン
・
テ
レ
ヘ
ン
著
）が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ
本
に
輝
い
た
。

こ
れ
で
留
学
を
決
意
で
き
た

宮
川
悠
之
介
さ
ん（
福
井
県
立
武
生
東
高
校
２
年
）

　

主
人
公
は
就
職
活
動
中
の
大
学

４
年
生
諒
太
。
あ
る
日
、「
人
生

の
お
役
に
立
て
る
は
ず
。
手
紙
を

出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
手
紙

屋
の
存
在
を
知
り
ま
す
。
悩
ん
で

い
た
諒
太
は
思
い
き
っ
て
手
紙
を

出
し
ま
す
。

　

手
紙
屋
の
文
章
に
は
、
読
ん
だ

人
を
前
向
き
に
さ
せ
る
ス
テ
キ
な

言
葉
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
試
験
に

落
ち
た
諒
太
は
手
紙
屋
の
返
事
に

光
を
見
つ
け
ま
す
が
、
手
紙
屋
は

い
っ
た
い
誰
な
ん
だ
ろ
う
と
疑
問

に
思
い
始
め
ま
す
。
手
紙
屋
と
の

出
会
い
は
偶
然
だ
っ
た
の
か
、
必

然
だ
っ
た
の
か
。
推
理
小
説
と
し

て
も
楽
し
め
ま
す
。

　

誰
し
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
こ
の
本
を
読
ん
で
、

言
葉
の
力
、
言
霊
を
感
じ
て
く
だ

さ
い
。
僕
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
留
学
挑
戦
を
決
め

ま
し
た
。

聴
衆
と
の
質
疑
応
答

Ｑ　
自
分
が
手
紙
屋
だ
っ
た

ら
、
だ
れ
に
ど
ん
な
手
紙
を

出
し
た
い
で
す
か
。

Ａ　
同
じ
大
学
を
目
指
す
友

人
に
、
本
の
中
に
あ
る
一

節
、「
倒
れ
な
か
っ
た
人
が

強
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
倒
れ

て
も
立
ち
上
が
っ
た
人
が
強

い
ん
だ
」
と
書
い
て
送
り
た

い
で
す
。

聴
衆
と
の
質
疑
応
答

Ｑ　
北
原
さ
ん
は
、
ど
ん
な

人
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
で

す
か
。

Ａ　
本
を
読
ん
で
、
最
後
に

登
場
す
る
〝
訪
問
者
”
の
よ

う
な
存
在
が
、
僕
に
も
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
今

度
、
招
待
す
る
つ
も
り
で
す
。

ハリネズミの願い
トーン・テレヘン著／長山さき訳／新潮社

　

準
優
勝
は
、「『
手
紙
屋
』
僕
の

就
職
活
動
を
変
え
た
十
通
の
手

紙
」
を
紹
介
し
た
福
井
県
立
武
生

東
高
校
の
宮
川
悠
之
介
さ
ん
。
明

治
大
教
授
の
斎
藤
孝
さ
ん
、
作
家

の
森
絵
都
さ
ん
、
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
笑
い
飯
」
の
哲
夫
さ
ん
の
ゲ
ス

ト
３
人
が
選
ぶ
特
別
賞
に
は
、
鎌

倉
女
学
院
高
校
の
吉
水
優
里
子
さ

ん
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
決

勝
に
進
ん
だ
大
阪
府
立
日
根
野
高

校
の
谷
澤
花
梨
さ
ん
、
東
京
都
立

板
橋
高
校
の
諏
佐
僚
一
さ
ん
、
渋

谷
教
育
学
園
渋
谷
高
校
の
熊
倉
由

貴
さ
ん
に
は
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

決
勝
大
会
に
は
、
活
字
文
化
推

進
会
議
が
主
催
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
と
、
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催

す
る
都
府
県
大
会
の
優
勝
者
ら
39

人
が
出
場
。
予
選
６
グ
ル
ー
プ
の

チ
ャ
ン
プ
本
獲
得
者
が
決
勝
に
進

出
、
５
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
、
３
分
間
の
質
疑
応
答
に

臨
ん
だ
。

　

参
加
校
は
前
回
を
１
０
０
校
上

回
る
７
２
０
校
だ
っ
た
。

７
２
０
校
が
参
加北原さん（左から３人目）優勝の発表に、祝福の拍手を送る決勝戦進出者

ゲスト特別賞の吉水さん

準優勝の宮川さん

とつとつとした語り口で
「ハリネズミの願い」を紹介する北原さん

聴
衆
と
の
質
疑
応
答

Ｑ　
結
末
は
吉
水
さ
ん
を
恐

怖
か
ら
解
放
し
ま
し
た
か
。

Ａ　
い
い
え
、
他
人
の
目
と

い
う
恐
怖
は
、
一
生
抱
え
て

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
結
末
で
す
。

準
優
勝

優勝

ゲ
ス
ト
特
別
賞

「
手
紙
屋
」

僕
の
就
職
活
動
を
変
え
た
十
通
の
手
紙

マ
ー
チ
博
士
の
四
人
の
息
子

ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
オ
ベ
ー
ル
著

堀
茂
樹
・
藤
本
優
子
訳
／
早
川
書
房

喜
多
川
泰
著

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

本
当
に
来
て
ほ
し
い
人
は
？

北
原
仁
さ
ん
（
山
梨
県
立
北
杜
高
校
３
年
）

　

主
人
公
の
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
気
難

し
く
て
臆
病
。
い
つ
も
独
り
ぼ
っ

ち
で
す
。
あ
る
日
、
動
物
た
ち
へ

手
紙
を
書
き
ま
す
。「
み
ん
な
を

ぼ
く
の
家
に
招
待
し
ま
す
」。
で

も
、「
誰
も
来
な
く
て
も
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
で
す
」
と
書
き
加
え
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
「
も
し
も
、
本

当
に
誰
か
が
訪
ね
て
き
た
ら
ど
う

し
よ
う
」
と
不
安
に
な
り
、
手
紙

を
破
り
捨
て
て
冬
眠
し
よ
う
と
し

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
家
の
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
音
が
し
ま
す
。
ハ
リ

ネ
ズ
ミ
は
驚
き
ま
す
が
、
僕
は
本

全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

の
タ
イ
ト
ル
は
こ
の
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
、
招
待
さ
れ
な
く

て
も
訪
れ
て
く
れ
る
「
誰
か
」
を

待
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。“
訪
問
者
”
が
誰
だ
っ
た

の
か
、
皆
さ
ん
自
身
で
読
ん
で
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。
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　「新聞のちから」プロジェクトの一環として、東京都渋谷区
の国学院大学で、昨年12月から「新聞記者と学ぶニュース英
語」の講座が開かれている。講師は、読売新聞東京本社教育
ネットワーク事務局の佐藤伸・企画委員。大学の正規の授業
ではなく単位が取得できないにもかかわらず、学生たちは毎週
熱心にジャパン・ニューズを広げながら時事英語の勉強に取り
組んでいる。なお、昨年11月から12月にかけては、「マスコミ就
職講座」も行われた。

リポート

様
々
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ス
マ
ホ
の
映
画

サ
イ
ト
な
ど
で
正
確
な
事
実
を
確
認

し
つ
つ
、
自
分
の
考
え
を
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
書
い
て
い
た
。

　

30
分
の
制
限
時
間
で
書
き
上
げ
た

文
章
を
学
生
た
ち
が
朗
読
す
る
と
、

佐
藤
企
画
委
員
は
「
あ
ら
す
じ
だ
け

で
な
く
、
ど
ん
な
予
想
外
な
展
開
だ

っ
た
の
か
も
書
く
と
も
っ
と
よ
く
な

ッ
プ
と
い
う
よ
り
、
何
の
た
め
に
英

語
を
学
ぶ
の
か
に
気
づ
か
せ
、
社
会

人
と
し
て
真
に
必
要
な
英
語
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。

　

前
半
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ

を
も
と
に
、
社
説
を
読
ん
だ
り
、
記

事
の
サ
マ
リ
ー
（
要
約
）
を
つ
く
っ

た
り
、
新
聞
を
読
め
る
よ
う
に
な
る

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
ま

た
、
毎
週
の
課
題
と
し
て
、
１
週
間

ご
と
に
自
分
が
最
も
関
心
を
持
っ
た

「
今
週
の
イ
チ
オ
シ
！
」
の
記
事
を

切
り
抜
き
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
問
や

コ
メ
ン
ト
を
英
語
で
書
く
「
質
問
づ

く
り
シ
ー
ト　

読
ん
で
考
え
よ
う
」

な
ど
も
実
践
し
て
い
る
。

英
語
で
投
書
に
挑
戦

テ
ー
マ
は「
お
薦
め
の
映
画
」

　

７
回
目
と
な
る
２
月
８
日
の
授
業

で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
の
投

書
コ
ー
ナ
ー
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
実
際
に
投
書
す
る
た
め

の
文
章
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
投
書

の
テ
ー
マ
は
「
お
薦
め
の
映
画
」。

学
生
た
ち
が
選
ん
だ
映
画
は
「
ハ
リ

ー
・
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
や
「
ズ

ー
ト
ピ
ア
」「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
な
ど

る
」「
映
画
の
教
訓
が
あ
る
な
ら
入

れ
て
み
た
ら
」
な
ど
構
成
や
細
か
い

文
章
表
現
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
指

導
。
学
生
た
ち
は
納
得
し
た
表
情
で

う
な
ず
い
て
い
た
。

　

最
後
に
、
当
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ニ

ュ
ー
ズ
を
開
い
て
、
学
生
た
ち
が
興

味
を
持
っ
た
記
事
に
つ
い
て
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
。
こ
の
日
は
、
格
安
ス
マ
ホ

に
対
す
る
当
局
の
規
制
に
つ
い
て
の

記
事
を
取
り
上
げ
、
時
事
用
語
や
新

聞
で
よ
く
使
わ
れ
る
英
語
表
現
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

今
後
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ

の
記
者
へ
の
英
語
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
行
う
予
定
だ
。

英語での投書作成の指導をする佐藤伸・企画委員（奥）

国
学
院
大
学
で

「
新
聞
の
ち
か
ら
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ジ
ャ
パ
ン
・ニ
ュ
ー
ズ
使
い

時
事
英
語
学
ぶ

　
「
新
聞
記
者
と
学
ぶ
ニ
ュ
ー
ス
英

語
」
の
講
座
は
昨
年
12
月
７
日
か
ら

３
月
29
日
ま
で
の
計
15
回
。
大
学
よ

み
サ
ポ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
受
講

す
る
大
学
生
は
４
か
月
間
、
無
料
で

ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
を
購
読
し
て

い
る
。
登
録
し
て
い
る
学
生
は
22
人
。

　

授
業
の
ね
ら
い
は
、
語
学
力
の
ア

　
「
マ
ス
コ
ミ
（
新
聞
・
テ
レ
ビ
）

就
職
講
座
」
で
は
、
同
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
の
吉
山
隆
晴
次
長
が

マ
ス
コ
ミ
を
目
指
す
学
生
に
対
し
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　

講
座
は
昨
年
11
月
30
日
か
ら
毎
週

４
回
に
わ
た
っ
て
開
講
さ
れ
、
参
加

学
生
た
ち
は
読
売
新
聞
を
購
読
し
、

毎
回
の
講
義
に
臨
ん
だ
。

　

講
義
で
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会

の
動
き
に
関
心
を
払
い
、
志
望
す
る

企
業
や
職
種
に
つ
い
て
、
実
際
に
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
に
会
う
な
ど
足

を
使
っ
て
情
報
収
集
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
強
調
。
そ
の
上
で
、
必
要
な

ニ
ュ
ー
ス
を
効
率
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す

◆
マ
ス
コ
ミ
希
望
学
生
に「
新
聞
の
読
み
方
」指
導

る
た
め
の
「
新
聞
の
読
み
方
」
や
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
際
の
注

意
点
、
分
か
り
や
す
い
文
章
の
書
き

方
な
ど
を
指
導
し
た
。
ま
た
、
論
文

の
添
削
指
導
も
行
っ
た
。

　

最
終
日
に
は
、
読
売
新
聞
東
京
本

社
の
会
議
室
を
会
場
に
、
本
番
さ
な

が
ら
の
模
擬
面
接
会
を
開
催
。
参
加

し
た
学
生
は
、
学
生
時
代
に
力
を
入

れ
た
こ
と
や
将
来
取
り
組
み
た
い
仕

事
に
つ
い
て
な
ど
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

　

参
加
者
の
１
人
は
、「
こ
れ
か
ら

具
体
的
に
何
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い

の
か
、
自
分
な
り
に
明
確
に
で
き
た
」

と
話
し
て
い
た
。
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リポート

が
ら
、
分
か
り
や
す
い
新
聞
の
作
り

方
を
指
導
し
た
。

　

こ
の
後
、
読
売
新
聞
茨
城
版
の
記

事
を
用
い
て
、
生
徒
た
ち
に
見
出
し

を
付
け
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
を
実
施
。

10
分
で
５
本
の
記
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
各
班
の
代
表
が
自
分
の
付
け
た

見
出
し
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
い

て
発
表
。
ほ
と
ん
ど
が
的
確
な
見
出

し
を
付
け
て
お
り
、
講
師
を
驚
か
せ

て
い
た
。

　

講
義
を
受
け
た
生
徒
た
ち
か
ら

は
、「
自
分
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ

た
こ
と
を
新
聞
に
書
き
た
い
け
ど
、

そ
れ
を
載
せ
て
い
い
の
か
判
断
で
き

な
い
」「
記
事
は
重
要
な
こ
と
か
ら

先
に
書
く
と
言
う
の
は
分
か
る
が
、

何
が
重
要
な
の
か
決
め
ら
れ
な
い
」

「
記
事
の
優
先
順
位
を
付
け
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
な
ど
質
問

が
出
て
、
片
岡
専
門
委
員
は
丁
寧
に

答
え
て
い
た
。

岩
瀬
日
大
、
古
河
中
等
、

つ
く
ば
秀
英
の
３
校
が
参
加

　

３
校
は
新
年
度
の
全
国
高
校
総
合

文
化
祭
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
研
修
会
は

能
力
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

　

研
修
会
は
ま
ず
、
３
校
の
生
徒
た

ち
が
作
成
し
た
「
交
流
新
聞
」
の
講

評
か
ら
始
ま
っ
た
。
３
校
は
高
文
祭

出
場
決
定
を
き
っ
か
け
に
、
合
同
で

の
新
聞
づ
く
り
を
実
施
。
２
月
19
日

に
計
23
人
が
、
医
療
や
介
護
用
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
生
産
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
「
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
」
と
、
肉
類

加
工
会
社
「
学
園
手
造
り
ハ
ム
の

会
」（
い
ず
れ
も
、
つ
く
ば
市
）
を

取
材
、
４
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
日
の
う
ち
に
手
書
き
の
交
流

新
聞
を
制
作
し
て
い
た
。

　

片
岡
専
門
委
員
は
、「
見
出
し
が

的
確
で
、
な
に
が
書
か
れ
て
い
る
記

事
な
の
か
よ
く
分
か
る
」「
具
体
的

な
数
字
を
示
し
て
説
明
し
て
あ
り
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
で
も
い
い
か
ら
、
署
名

が
あ
る
と
い
い
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

新
聞
記
事
使
い
、

見
出
し
付
け
を
練
習

　

続
い
て
、
学
校
新
聞
の
役
割
や
取

材
の
仕
方
、
記
事
の
書
き
方
、
見
出

し
の
付
け
方
、
上
手
な
レ
イ
ア
ウ
ト

の
仕
方
な
ど
を
解
説
。
記
事
や
見
出

し
に
つ
い
て
は
、
悪
い
例
と
良
い
例

を
挙
げ
、
生
徒
た
ち
に
「
ど
ん
な
点

が
よ
く
な
い
と
思
う
か
」
を
聞
き
な

　読売新聞東京本社は、首都圏約200の中学・高校が集まる進
学相談会「よみうりGENKIフェスタ2017」を3月26日に開催しま
す。参加校による個別相談ブースに加え、学校選びや中高受験
に役立つ講演会、セミナーも多数開かれます。入場無料。入退
場は自由です。
　特別対談は、将棋棋士の羽生善治三冠、SAPIX YOZEMI 
GROUP共同代表の髙宮敏郎さんによる｢学びに通じる将棋の
世界｣。特別講演は開成中学・高等学校校長の柳沢幸雄さんに
よる「子育てのヒントは、自分の子ども時代に」を予定していま
す。また、読売新聞教育ネットワーク事務局による「新聞で読解
力を伸ばす！～時事問題に挑戦～」も実施されます。
　上記対談と講演ほか一部のセミナーは事前登録制で、応募
者多数の場合は抽選となります。詳細および申し込みは、公式
サイトまたは事務局まで。

【日時】 3月26日（日） 10：00～16：00（入場は15：30分まで）
【場所】 東京国際フォーラム ホールＥおよびガラス棟7階会議室
（東京都千代田区丸の内3-5-1）
【公式サイト】 http://genki2017.jp
【問い合わせ】 よみうりGENKIフェスタ事務局

☎03-3360-6008 平日10：00～18：00

首都圏最大級の中高進学相談会
「よみうりGENKIフェスタ」
3月26日 東京国際フォーラムで

上手な見出しの付け方について説明する片岡専
門委員

見出し付けの練習に取り組む高校生たち

　

茨
城
県
高
校
新
聞
研
修
会（
県
高
校
文
化
連
盟
新
聞
部
会
主
催
）が
２
月
24
日
、

同
県
下
妻
市
の
市
ふ
る
さ
と
博
物
館
の
講
座
室
で
行
わ
れ
、
読
売
新
聞
東
京
本
社

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
片
岡
正
人
専
門
委
員
が
、
高
校
生
た
ち
に
学
校
新
聞

つ
く
り
の
コ
ツ
な
ど
を
指
南
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
岩
瀬
日
大
、
古
河
中
等
教
育

学
校
、つ
く
ば
秀
英
の
新
聞
部
や
文
芸
部
、
生
徒
会
の
高
校
生
24
人
。
生
徒
た
ち

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

茨
城
県
で
高
校
生
に
新
聞
づ
く
り
を
指
南

と
て
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
」
な
ど
、

一
つ
一
つ
の
新
聞
に
つ
い
て
評
価
す

べ
き
点
を
指
摘
。「
ロ
ボ
ッ
ト
の
写

真
を
も
う
少
し
大
き
く
す
る
と
、
さ

ら
に
よ
く
な
る
」「
編
集
後
記
に
は
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リポート

テーブルいっぱいに新聞を広げてスクラップ新聞づくりに取り組む親子ら

言語活動推進フォーラム「ことばと体験のキッズフェスタ」（主催：国立青
少年教育振興機構、文字・活字文化推進機構、共催：読売新聞社など）
が1月28日、東京都千代田区のイイノホール＆カンファレンスセンター
で開かれた。子どもたちが活字に親しむことによって、想像力と表現力
を育んでもらうのが目的で、約900人の親子連れでにぎわった。

ことばと体験の
キッズフェスタに

学
校
広
報
め
ぐ
り
意
見
交
換

　

読
売
新
聞
が
運
営
す
る
受
験
情
報

サ
イ
ト
「
中
学
受
験
サ
ポ
ー
ト
」
の

セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
21
日
、
東
京
・
大

手
町
の
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
行
わ

れ
た
。
中
学
受
験
サ
ポ
ー
ト
の
会
員

校
に
、
こ
れ
か
ら
会
員
に
な
る
学
校

を
加
え
、
私
立
中
学
35
校
の
教
職
員

計
56
人
が
参
加
。
学
校
広
報
の
あ
り

方
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
意
見
交
換
し

た
。

　

第
一
部
は
、
前
Ｊ
Ｒ
東
日
本
広
報

部
長
で
日
本
ホ
テ
ル
常
務
取
締
役
の

薬
師
晃
さ
ん
が
「
積
極
的
広
報
と
危

機
管
理
」
と
題
し
て
講
演
。
組
織
が

　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
は
、「
か
い

け
つ
ゾ
ロ
リ
」
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら

れ
る
児
童
文
学
作
家
の
原
ゆ
た
か

さ
ん
と
、
ア
ニ
メ
の
「
か
い
け
つ

ゾ
ロ
リ
」
で
ゾ
ロ
リ
役
を
演
じ
る

声
優
の
山
寺
宏
一
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。
原
さ
ん
は
、

作
品
の
イ
ラ
ス
ト
に
自
分
が
隠
れ

て
い
る
巻
が
あ
る
こ
と
を
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
な
が
ら
説

明
。「『
す
る
と
』『
そ
し
て
』『
し

か
し
』
な
ど
を
ペ
ー
ジ
の
最
後
に

配
置
し
て
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
工
夫

を
し
て
い
る
」
と
創
作
の

舞
台
裏
を
明
か
し
た
。
現

在
60
巻
に
達
し
て
い
る
シ

リ
ー
ズ
に
つ
い
て
、「
ゾ

ロ
リ
を
結
婚
さ
せ
て
終
わ

り
に
し
た
い
」
と
展
望
も

話
し
た
。

親
子
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
新

聞
づ
く
り
を
楽
し
む

　

サ
ブ
ホ
ー
ル
に
は
、
と

び
だ
す
絵
本
作
り
や
絵
本

専
門
士
に
よ
る
読
み
語
り

な
ど
、
様
々
な
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
た
。
読
売
新
聞

の
「
親
子
で
新
聞
を
楽
し

も
う
」
の
ブ
ー
ス
に
は
、

参
加
希
望
者
が
長
い
列
を

作
り
、
約
40
組
の
親
子
が

ス
ク
ラ
ッ
プ
新
聞
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
。

900人

危
機
に
陥
っ
た
事
件
事
故
を
引
き
合

い
に
出
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
広
報
を
担
当
す
る
者
と
し
て
大

切
な
の
か
を
解
説
し
た
。
ま
た
、
日

頃
の
広
報
の
活
動
と
し
て
、
マ
ス
コ

ミ
と
の
連
絡
網
の
構
築
と
広
報
誌
の

作
成
を
挙
げ
、
家
族
に
も
読
ま
れ
自

分
の
所
属
す
る
組
織
に
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
が
出
来
る
よ
う
な
広
報
誌
を
作
る

こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
新
聞
の
小
林
篤
子
編
集
長
が
教
科

書
と
身
の
回
り
で
起
き
て
い
る
こ
と

読
売「
中
学
受
験
サ
ポ
ー
ト
」

が
セ
ミ
ナ
ー

※詳細はhttp://www.yomiuri.co.jp/kodomo/jyuken/information/CO007789/20170222-OYT8T50103.htmlでご覧下さい。

　

親
子
で
会
話
を
し
な
が
ら
、
興

味
を
持
っ
た
記
事
や
写
真
を
切
り

貼
り
し
、
最
後
に
タ
イ
ト
ル
と
感

想
を
書
き
込
め
ば
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
聞
の
完

成
。
参
加
者
は
、
小
学
校
低
学
年

が
中
心
だ
っ
た
が
、
一
番
人
気
が

集
ま
っ
た
の
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
の
記
事
だ
っ
た
。
中
に
は
反
ト

ラ
ン
プ
の
デ
モ
行
進
な
ど
の
記
事

を
集
め
、「
不
人
気
な
大
統
領
」

と
見
出
し
を
つ
け
た
小
２
の
女
子

児
童
も
い
た
。

の
橋
渡
し
役
と
な
る
よ
う
、

ク
イ
ズ
を
出
し
な
が
ら
編
集

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
と

紙
面
を
紹
介
。
読
売
中
高
生

新
聞
の
村
井
正
美
編
集
長

も
、
政
治
、
経
済
、
社
会
ニ

ュ
ー
ス
の
背
景
と
今
後
ど
う

な
る
の
か
を
若
い
人
向
け
に

わ
か
り
や
す
く
紙
面
に
し
て

い
る
と
、
編
集
方
針
を
説
明

し
て
い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
参

加
者
と
読
売
新
聞
教
育
部
の

担
当
者
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
員
ら
と
、
学
校
の

現
状
や
広
報
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。

広報の役割や危機管理の重要性を語る薬師さん
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リレーエッセー

デポー大学
1837年創立。学生数は約2300人で、そ
の出身地は世界各地に広がる。リベラ
ルアーツが学べると同時に、米国でも
最も古い音楽大学の一つ。

Washington

DePauw
University

Indianapolis

U.S.

Washington

DePauw
University

Indianapolis

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米 
デ
ポ
ー
大
学 

「
教
授
陣
に
恵
ま
れ
た

中
西
部
の『
パ
ー
テ
ィ
ー・ス
ク
ー
ル
』」

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
校（
東
京
都
）卒　

デ
ポ
ー
大
学
２
年（
執
筆
時
）　

勝か
つ

原は
ら 

達た
つ

也や 

さ
ん　

上
位
15
位
以
内
に
選
出
さ
れ
た
。
学

生
た
ち
は
、
よ
く
冗
談
め
か
し
て
そ

の
評
判
を
口
に
す
る
。

　

不
本
意
な
格
付
け
で
は
あ
る
が
、

私
は
デ
ポ
ー
が
好
き
だ
。
デ
ポ
ー

は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に
最

も
熱
中
で
き
る
場
所
で
あ
る
。（
世

界
で
も
有
数
の
音
楽
大
学
で
あ
る
）

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
の
学
生
の
よ
う
に
音

楽
を
勉
強
し
、
他
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
大
学
の
学
生
と
同
様
の
勉
強
が
で

き
る
の
は
、
デ
ポ
ー
を
除
く
と
、
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

　

デ
ポ
ー
で
は
、
一
人
の
人
類
学
の

教
授
と
貴
重
な
出
会
い
を
果
た
し

た
。
１
年
次
の
最
初
の
学
期
に
、
レ

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003094687でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支
援を行っているNPO法人「留学フェ
ローシップ」のメンバーが、海外のキャ
ンパスライフをリレー連載します。留
学フェローシップの詳細はウェブサイト

（http://ryu-fellow.org）へ。

大学寮で音楽科の学生たちに囲まれる勝原さん（中央）＝本人提供

ベ
ッ
カ
・
ア
ッ
プ
ト
ン
准
教
授
の
授

業
を
取
っ
た
。
当
時
、
私
は
そ
も
そ

も
人
類
学
が
何
か
さ
え
知
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
彼
女
の
教
え
方
や
、

紹
介
し
て
く
れ
た
人
類
学
系
の
書
物

を
読
む
に
つ
れ
、
次
第
に
人
類
学
と

い
う
学
問
に
魅
了
さ
れ
て
い
っ
た
。

私
は
人
類
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に
決

め
た
。

　

１
年
後
の
現
在
も
、
自
分
の
選
択

に
確
固
た
る
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

デ
ポ
ー
で
な
ら
、
こ
れ
か
ら
も
素
晴

ら
し
い
教
授
と
と
も
に
人
類
学
の

勉
学
が
続
け
ら
れ
る
と
思
う
。（
会

報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan N
ew

s 
２
０
１
６
年
８
月
14
日
）

　

大
学
選
び
の
過
程
で
、
私
は
音
楽

と
、
社
会
学
に
関
連
し
た
科
目
を
と

も
に
学
べ
る
環
境
を
探
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
デ
ポ
ー
大
学
に
つ
い
て
初

め
て
聞
い
た
時
、「
こ
こ
だ
！
」
と

思
っ
た
。

　

デ
ポ
ー
大
学
は
、
米
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
の
小
さ
な
学
園
都
市
グ
リ
ー
ン

キ
ャ
ッ
ス
ル
に
あ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
大
学
だ
。
大
学
は
最
寄
り
の
空
港

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
典
型
的
な
景
色

で
あ
る
広
大
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
を

抜
け
、
１
時
間
程
度
、
車
で
走
っ
た

場
所
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
グ
リ
ー

ン
キ
ャ
ッ
ス
ル
の
住
民
が
デ
ポ
ー
大

学
の
学
食
に
食
事
を
し
に
く
る
し
、

学
生
た
ち
は
地
域
の
た
め
に
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
仕
事
を
行

う
。
学
園
都
市
な
ら
で
は
の
温
か
い

空
気
が
町
全
体
を
覆
っ
て
い
る
。

　

地
方
の
小
都
市
に
あ
り
な
が
ら
、

デ
ポ
ー
は
米
国
で
も
有
数
の
パ
ー
テ

ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（
勉
学
よ
り
も
遊

び
が
優
先
の
学
校
）
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
一
般
誌
に
掲
載
さ
れ
た
全

米
の
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
番

付
で
、
デ
ポ
ー
大
学
は
３
年
連
続
で

26
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